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中華民国1923年誕生期の社会科における「公民教育」
一丁暁先編商務印書館『新学制社会教科書』を中心にして－
許
はじめに
社会科は，日本の民主主義の発展を目指す教育の花形として，戦後はじめて設置された新教科であ
る。一方，中国における社会科の誕生はそれより早い1923年に遡ることができる。辛亥革命によっ
て，清朝専制体制が崩壊し，1912年に共和制度の中華民国が成立した。その後，中国の近代化を目
指す五四運動に伴い，民主主義と科学精神に基づいた近代個人を育成するという時代の課題に応じて
教育改造運動が盛んになった。教育の民主化を基本とする様々な新しい教育思想，とりわけ1919年
～1921年デューイの中国訪問による彼のプラグマティズムの教育思想は，教育界に広く受け入れら
れた。このような状況の中で，1922年に教育部は民主主義を理念とする新しい学校系統，いわゆる
「六・三・三」の新学制を確立した。こうした時代背景の中で，社会科は新学制に伴う1923年の学校
カリキュラム改革により，正式に教科として初等小学1－4年に設置された。
以上，社会科の誕生は当時中国社会が抱えた課題，そして教育に求める解決方法と深くかかわるこ
とが考えられる。社会科の誕生に関する歴史的考察はすでに宮原兎一，市川博らの研究（1）があるが，
ここでは紙数の関係で割愛する。
また，誕生期における社会科の理念に関する先行研究は，国家レベルのカリキュラム標準である
『小学初級社会科課程綱要』（2）（以下では『課程綱要』を略す）を分析したことによって，社会科は「公
民教育」の性格をもち，つまり近代社会を目指す共和制度に相応しい公民を育成する中核的な教科と
して期待されたことが明らかになった（3）。さらに，このような教科目標は知能の目標，態度・精神
の目標と習慣の目標によって具体化され，子どもの生活経験の同心円拡大原理に基づいた広い領域の
内容で構成されていることが分かった（4）。
ところで，『課程綱要』にみられた社会科の「公民教育」理念は，実際にどのような教材を通して，
どんな形で学校現場の授業実践で行われたのか，実証的に検討する必要があると考えられる。いうま
でもなく，教科書は当時学校教育の主な教材として，大きな役割を果たしていた。そこで本稿では，
当時社会科の教科書を手がかりにし，社会科の目標である公民教育は如何に教材によって具現化され
ているのか，を詳細に検討したい。そうすることによって，社会科における公民教育の実態の一部を
究明することは，本稿の目的とする。
実際に『課程綱要』による社会科の設置にあたって，教科書が相次いで出版され，1923年から
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1927年（5）にかけて，出版された初等小学社会科の教科書は主に次の表1のようである。
表11923年～1926年　初等小学社会科教科書（6）
出　 版　 社 出版年代 教科書名 指導書名 編集責任者
商務印書館 1923－ 1926年 新学制社会教科書 新学制社会教授書 丁　 暁先
（1－8冊） （1～ 8冊）
中華書局 1924－ 1926年 新小学教科書　 社会課本 新小学教科書社会課 蒋　 鏡芙
（1～8冊） 本教授書 （1－8冊） 陸　 衣言
商務印書館と中華書局は二社とも，中国有数の出版社であり，教科書の出版事業を中心的に取り組
んでいる。そこで出版された教科書は当時代表的なものであり，一定の典型性をもったものと言えよ
う0とくに注目すべきことは，商務印書館の『新学制社会教科割は当時一番早い時期に出版され，
その編集責任者が丁暁先氏である。その丁氏は，1923年の『課程綱要』の粛集担当者でもある（7㌧
つまり，国家レベルのカリキュラム標準を作った者は，直接教科書の編集に携わり，その理念を実現
しようと試みたのである。この意味で，丁氏が編集を担当した『新学制社会教科書』は，比較的に『課
程綱要』社会科の性格を反映し，或は代表していると言っても間違いないだろう。
そこで，本稿は1923年に出版された丁暁先編商務印書館の『新学制社会教科書』（以下は商務印書
館版を略す）を中心に，また比較のために翌年に出版された中華書局の『新小学教科書社会課本』（以
下は中華書局版を略す）を取り上げ，その内容を分析・検討する。具体的には，『課程綱要』に示さ
れた社会科の理念に照らし，教科目標，教科内容という二つの側面から分析を行い，それによって当
時社会科公民教育の実際に接近したい。なお，教科書の内容と編集者の理念をより確実に理解するた
めには，セットして発行された『教授書』（8），を参考にする。
1．社会科と「公民教育」
本節では，社会科はどんな理念に基づいて設置され，どのような理想的な人間像を目指しているの
か，について論じたいが，その前に社会科設置の経緯について簡略に触れておきたい。
社会科は正式な教科として明確に提起されたのが，1923年『新学制課程標準』の公布によること
である。『新学制課程標準総説明』において，「衛生，公民，歴史，地理の四項は，小学前4年で統合
して社会科とすることができる」（9）と規定されている。それは従来の「修身」が廃止され，その代
わりに「公民」，「衛生」が設置され，そして初等小学1－4年で「歴史，地理」とともに社会科とし
て統合されることになった。
こうして社会科は実際に四つの教科を統合する形で提起されたが，なぜこれらの教科は一つにしな
くてはならないのか，その答えには社会科存在の理由も見えるだろう。『課程綱要』の編集責任者で
ある丁氏が，次のように述べている。
新学制課程の社会科は，「公民」，「衛生」，「地理」，「歴史」を統合するものである。なぜ統合
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できるかというと，この四つの教科は一つの意味をもっているからである。それは現代社会に適
応する公民を育成することである（傍点は筆者が加えた）。公民は社会を構成する一部であり，
そして社会の各部分とかかわりをもっている。社会は一種の有機体であり，歴史的・環境的意味
をもつ。したがって，児童に十分な公民的な教養を育成させるためには，周囲の環境のさまざま
に関係する事物を確実に認識する必要がある。そうすることによって，他の事物に対する態度や
手段が適切なものとなる。したがって，公民的な教養のために，歴史と地理の要素を関連して検
討すべきのである。また，「衛生」は，社会の幸福につながることであり，わが国民にとっては
十分な注意を払わなければならない。健全な公民には衛生の知識と習慣が必要とされる。以上よ
り，この四つの教科は実は一つに属するのである。（10）
以上から，この四つの教科を一つにしたのは，これらの教科が一つの意味をもっているからである。
そして「一つの意味」とは，「現代社会に適応する公民を育成すること」である。したがって，社会
科の設置にあたっては，「現代社会に適応する公民を育成する」という究極の目的が窺える。言い換
えれば，社会科は「現代社会に適応する公民を育成する」必要性に応じたものである。
さて，「現代社会に適応する公民を育成する」社会科においては，具体的にどのような人間像が求
められているのか。『課程綱要』において，理想的な「公民像」が三つの側面で具体化されている。
①　知能方面－社会の過去，現在の状況，及び社会と生活との関係を知る。
②　態度・精神方面－児童が社会を観察する興味と社会のために奉仕する精神を育成する。
③　習慣方面－社会で必要な習慣を養う。（11）
前述丁氏の引用を参照して，以上で明示された社会科の目標には，二つの特徴がみられる。
一つは，社会科が知識・理解に留まらず，実践にかける行動力，また態度・精神，習慣の養成を十
分に重視することが分かる。すなわち，良い公民を育成するためには，社会と自己をめぐるさまざま
な関係を理解する知識，社会を改良するために備わるべき態度，そして現代生活を営むに必要な習慣
の養成が求められている。こうした実践重視の社会科教育の姿勢は，従来の修身科が抱えた問題を克
服しようとする試みとも言えるであろう。（なお，修身科の問題点は主に二点がある。一点日は抽象
的な知識のみを習得し実生活に役に立たないことであり，二点目は個人的な道徳の修養に留まり，社
会との関係性の中で如何に社会を改良するかという姿勢が見られなかったことである（12）。）
もう一つの特徴は，社会科が目指す行動力，必要な態度・精神及び習慣などのすべては社会を全面
的，確実に認識することを土台とすることである。さらいにいうと，社会科は「現代社会」を認識対
象としながら，社会の「現在」を全面的に確実に知るために，社会の過去の状況，違う環境の中のこ
と，いわゆる歴史的な部分と地理的な部分をも十分に考察することにする。
このように，社会科は時代の課題に応じて，学校教育における公民教育を行う中核的な教科として
期待されていることと言えよう。ところで，実際にどのような方法をもって，どんな内容を通して公
民教育を実施するのか。この問題については次節から詳細に論じたい。
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2．家庭を出発点とする「公民教育」の方法
さて，先述のような社会科「公民教育」の理念は，実際にどのような教科内容を通して具体化され
ているのか。『課程綱要』の内容項Hをみると，その内容配列は学年ごとに，家庭生活，学校生活，
近隣社会，国，世界のような順番になっている。また，丁氏はその理由について以下のようにいう。
学校に入ったばかりの子どもは，最初の活動世界が狭くて家庭と近所のところに限る。彼らの
興味・関心は現実世界の事物にある。……自分の父親やお兄さんは彼らにとって大きな存在であ
り，家庭，学校と近所は彼らの全ての世界である。したがって，このような状況に基づき，まず
子どもの日常生活にある事物から認識を始め，それから想像を借りて昔のことや遠いところのこ
とへの認識を発展していくべきである。‥（13）
以上のような理由から，子どもの生活経験が同心円のように拡大することを尊重し，社会科の認識
内容は基本的に家庭から学校，近隣社会，臥世界へ広めていくようになっている。すなわち，公民
教育も同様に家庭から出発するという発想である。
本節では，公民教育は実際に如何に家庭生活の内容を通して行われているのか，商務印書館版の教
科書を中心に具体的に見ていきたい。
例えば，第1学年の場合，『課程綱要』の内容項目は，（1）家庭生活の研究，（2）学校生活の研究，
（3）近隣の状況，（4）身体衣服の清潔と（5）記念日と季節の研究（14）のように規定されている。
さらに，家庭生活に関する学習の内容は次のようなa～f項目が挙げられている。
1　家庭生活の研究
a．家庭内の各メンバー，それぞれの役割
b．家庭の楽しさ
C．家庭の需要－衣食住の供給
d．社会の家庭に対する需要と供給－各職業，公共機関などが家庭との関係
e．家庭内の礼儀
f．家庭内の衛生（15）
以上のような項目に基づき，商務印書館版と中華書局版の教科書には表2のような単元が提示され
表2「家庭生活の研究」に関する教科書単元（16）
「家庭生活の研 究」 商務 印書館版 中華書局版
第 1冊 第 1課　 母親 と子 ども 第 5課　 敏児 と父親，母親
第 2課　 父親 の責任
第 8課　 児童 が家庭 での生 活
第 6課　 兄弟姉妹の愛
第 2冊 第 3課　 接客 第 12課　 お客 さんが来 た。
第 4課　 食物 の供給 と料理 第 13課　 食材 を買い に行 こう。
第 14課　 この料理 はうまい。
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ている。そこで商務印書館版を中心に，これらの単元において「公民教育」が実際にどのように行わ
れるか，を詳しく見てみよう。
（1）「家庭生活」に関する学習
まずは，家庭自体をテーマとした単元を検討する。商務印書館版第1冊第1課「母親と子ども」の
‾、‘　‾．‾
単元は，次のように五つのイラストと「媚婿」という大きな二文字の内容によって構成されている。
教科書提示1：商務印書館版『新学制社会教科書』第1冊第1課・第2課
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ところが，第1冊と2冊の教科書はイラストがメインの内容になっているため，編集者がどのよう
な意図を込めているのか，『教授書』を参考しないと読み取れない。では，第1課「母親と子ども」
に関して，『教授書』は以下のように書かれている。「本単元の目的は，子どもが母親の保育の苦労を
具体的に理解することと，母親に対する愛情を喚起すること。」そして，内容構成は「（1）母親が実
際に自分の子どものために何をしてくれるか，（2）私は母親に対してどうすればいいのか」という
二つの問題構成になっている。
一方，「指導の方法」について，一つは最初「談話」の形で，母親が普段自分のために何をやって
くれるかについて話す。教師のほうは，衣服　食べ物，健康などの方面から子どもに質問を投げかけ
る。もう一つは，教科書のイラストを見ながら，母親の仕事をみんなで一緒に考えて話し合いをする
方法である。そのほか，『教授書』は親子に関する「ストーリー」を提供し，資料として使える（19）。
以上，第1課の学習内容をまとめると，二つの目標がある。目標（1）は母親が普段家庭内で子ど
ものためにやってくれることを具体的に認識すること。目標（2）はこれらの認識の上で，母親への
深い愛情を喚起し，さらに正しい態度の形成と行動につなげること。ここで目指す正しい態度と行動
とは，具体的に実際の生活において母親の言うことをちゃんと聞き，出来る範囲で家事などを手伝う
ことである。
続いて，第2課「父親の責任」の単元でも，似たような構成で家庭内において父親の責任と愛情
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を認識することによって，父親への愛情を深め，そして正しい態度を形成することが目的としてい
る（20）。
以上のように，「家庭生活の研究」に関する内容を，実際に商務印書館版第1冊の単元「母親と子
ども」と「父親の責任」を具体的に見た結果，家庭において母親と父親の役割を認識することと，子
どもが母親と父親に対するあるべき態度を形成することは，単元の主な内容構成であり，目標とも言
える。また，次の第8課は「児童が家庭内での生活」という単元であり，そこでは児童が家庭内の生
活，例えば「遊び」，「家事の手伝い」，「兄弟たちとの関係」などの内容が具体的に措かれている。
こうして，商務印書館版において，第1課，第2課，第8課を通して，子どもに家庭という「集団」
－そのメンバー，それぞれの役割など－を認識し，さらに家庭の一員としての自分のあるべき態
度を形成していくという実際の手法が窺える。
中華書局版は，このテーマについて第5課「敏児と父親，母親」と第6課「兄弟姉妹の愛」を取り
上げ，家庭のメンバーと各自の責任，役割などを学ぶ内容が構想してある。内容構成と単元目標は商
務印書館版と大きな違いがなく，ここでは具体の検討を省略する。
（2）「家庭生活」から発展していく社会認識
次に，子どもにとって，一番身近な集団である「家庭」の学びから，如何に「社会」を認識するこ
とへ発展していくのか，商務印書館第2冊第4課「食物の供給と料理」の内容を具体的に分析してみ
る。言うまでもなく，この単元の内容は『課程綱要』第1「家庭生活の研究」下のCとd項目をも
とに構想されている。実際の教科書は以下のようである。
教科書提示2：商務印書館『新学制社会教科書』第2冊第4課
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単 元 第 4課 「食 物 の 肇 給 と料 理 」 p．9 10 第 4課 「食 物 の 供 口と料 理 」 p．1ト 12
さて，この単元は一体どのような目標と学習内容が設定されているのか。同社の『教授書』では，
三つの単元目標が想定されている。（1）食物の出どころと供給，また調理のことを認識する，（2）日
常生活のニーズから社会の機能を知り，つまり食物の供給から人間の相互依存関係を理解する，（3）
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食べ物と季節の関係性を知る。学習内容は①食べ物の内容，②食品の原料供給，③調理という三部の
構成になっている。そして，第①部においては，食事に関する食べ物の知識，例えば主食のライスと
麺類，副食の肉，魚と野菜，ほかに野菜，お茶などのことを認識する。第②部については，それらの
食物の出どころを調べ，それぞれの供給源を考える。例えば，ライスの場合，お米を作る農夫，製粉
所，米屋などが関わる。第③部では，調理の場所（台所，レストラン），調理の人（母乳雇い人コッ
ク），調理の手順，調理で使う道具と料理の器などの内容が設定されている（21）。
「指導過程」において，まずは『教授書』に資料として提示されるストーリーから始まる。そのス
トーリーとは，ある家庭がその日お客さんがくるため，料理を準備するというお話である。この話を
しながら，途中で教師はいくつかの質問を子どもに投げかける。例えば，「あたなは，昼食でいつも
何を食べるか。何が一番すきなのか。…・あなたが食べるお米はどこから来たのか。食材はどこへ買
いに行くか。豚肉はどこから来たのか。お肉屋はどんなところでしょうか。そこのお肉はどこからき
たの。……」など質問が『教授書』にあげられている。このような質問をする意図はストーリーを聞
きながら，子どもに彼ら自身の生活経験を喚起させるためと思われる。そのほか，『教授書』「備考」
のところには，教師がストーリーをするとき，実際に郷土の特色がある食べ物や旬の料理を取り上げ
るべきことを注意してある（22）。これらのことにも，子どもの生活経験そして実際に観察可能な事
物から出発するという社会科教育の姿勢が窺われる。
単元の最後に，『教授書』は子どもが実践できる項目を三つ上げられている。一つは「工芸科」と
関連して，実際に一つの料理を作ってみること。もう一つは，台所ごっこ，あるいは八百屋ごっこ，
お肉屋ごっこをすること。三つ目は，実際に外に出てあるお店や食物に関連する職業のことを観察す
ることである（23）。
一方，中華書局版の場合，第2冊において第13課が「食材を買いに行こう」という単元がある。
同じく『課程綱要』の「家庭生活の研究」に基づいた内容のため，大きな違いが見られない。
以上，教科書の内容を実際に見てきたように，社会科の学習において，日常生活に馴染みの食べ物
を取り上げ，その供給源などについて調べることによって，子どもが産業や職業などのことを学び，
さらに人間のニーズに応じるための社会の機能や，人間の相互依存関係などを認識することに至る。
このように社会科は，家庭生活の「食べ物」を切口にし，家庭から社会へ発展していくという学習の
方法をとっていると言えよう。
しかしながら，以上で見て分かるように，この単元においてたくさんの認識項目が組み込まれてい
るが，教科書の内容はわずか4ページしかない。また，『教授書』には前述のストーリーのほかに，
一連の問題がリストアップされ，それぞれの問題は関連性が欠け，実際の授業では単なる一間一答に
留まることも指摘できる。そのため，子どもが実際に何によってこれらの内容を学習し，どこまで深
めていけるのか，大きな疑問点が残されている。
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3．「公民教育」と歴史的・地理的内容
既に述べてきたように，社会科が目指す良い公民の育成には，社会と自己をめぐるさまざまな関係
を理解する知識，社会を改良するために備わるべき態度，そして現代生活を営むに必要な習慣の養成
が求められている。しかし，社会と自己をめぐるさまざまな関係性を理解するには，社会の現在だけ
を視野に入れてはならない。丁氏がいう通りに，「社会は一種の有機体であり，歴史的・環境的な意
味をもつ。したがって，子どもに十分な公民的な教養を育成するために，歴史と地理の要素を関連し
て検討すべき。（以）」である。そうであれば，社会科の学習においては，歴史的な内容，地理的な内容
は実際に教科内容としてどのように構成され，公民教育のためになるのか。そこで本節では，以上の
問題意識を持ちながら，教科書の内容構成を実際に見てゆきたい。
第1学年は既に前節で述べてきたように，教科書の単元内容が主に家庭生活に関するものであり，
子どもにとって一番身近な家庭生活から学習をスタートして，そこで家庭という集団において各メン
バーの役割分担などを認識し，さらにそこから職業，産業などの社会認識へ発展していくという内容
である。つまり，この学年では子どもにとって馴染みの事物を取り上げたが，特に遠いところのこと
や昔のことは触れていない。
第2と3学年は『課程綱要』においては，内容項目が5－6あげられているが，実際にこの四冊の
教科書内容をみると，以下のような単元構成であり，原始人の生活に関する内容がメインになってい
る。
表3　商務印書館版教科書第2・3学年の単元（25）
第 3冊 1． 人類 生 活 の要 素 と社 会　 2．荒 漠 時代 の 生 活　 3． ア レ一 人 の 生 活　 4． 「尖 歯 」の 衣 食住　 5． 「尖 歯 」
が 森 の 中 で の 生 活　 6．ニ グ ロ 人 の 生 活　 7．「尖 歯 」と猪　 8．樹 居 人 が 子 ど もの 面 倒 をみ る　 9．「火 民 」
の 生 活 10． 「火 民 」 の 友 達 11， 「火 民 」 が 兵 器 と道 具 を 発 明 す る 12． 火 の 発 明 と活 用 13． 火
族 の 結 婚 と女 性 の 仕 事 14． 調 理 食 品 の 発 明 15． 「単 耳 」 が 熊 に あ っ た 16． ハ ンテ ィ ング と リー
ダ ー 17．寒 くな る 気 候 18． 「愛 司 開 美 人 」 の生 活
第 4冊 1． 穴 居 生 活 の 始 ま り　 2． 「布 其 蛮 人 」 の 生 活　 3． 穴 居 人 の 住 宅　 4． 穴 居 人 と 赤 い 人 種 の 武
芹　 5． 穴 居 人 の 服 装　 6， 洪 水 の 災 害　 7． 「鉄 腕 」 が 火 を 発 明 した　 8． 編 み 方 の 進 歩　 9． 穴 居
人 の 増 加 10． 穴 居 人 の 子 ど もの 生 活 11． 穴 居 人 の境 界 12． 南 ア フ リ カ酋 長 の 領 地 13． 「飛
脚 」 の 境 遇 14． 穴 居 人 医 療 の 方 法 15． 「石 さ ん 」 の 仕 事 16． 「飛 脚 」 の旅 行 17． 食 物 保 存 の 起
源 18． ハ ンテ ィ ング の新 しい 方 法
第 5冊 1． い か だ で 河 を渡 る　 2． 原 始 人 が 親 戚 に会 う　 3． 宴 会 と宴 会 へ の 参 加　 4． 矢 の発 明　 5． 海 浜 生
活 の 始 ま り　 6． 睡 眠 と衛 生　 7． 陶 器 の 発 明　 8． 海 浜 人 の 漁 法 と漁 具　 9． 現 在 の 漁 業 10． ノル
ウ ェ ー の 様 子 11． 海 浜 人 の 冬 の 過 ご し方 12． 皮 舟 の発 明 13． 原 始 人 の成 人 の 礼 儀 14． 体 を鍛
え る 15． 衛 生 に適 す 生 活 様 式 16． 海 浜 人 が 海 を渡 る 17． イ ンデ ィア ン人 の生 活
第 6冊 1． 遊 牧 生 活 の 始 ま り　 2． 現 在 の 畜 牧 事 業　 3， オ ー ス トリ ア 人 の 先 住 民 の生 活　 4． ア ラ ビア 人 の 生
活　 5つ 青潔 の習 慣 の 習得　 6．砂 漠　 7． モ ンゴ ル の 様 子　 8． 畜 牧 の もう一 つ の効 用　 9． 農 業 の 開始
と発 展 10． 車 両 と道 路 11． 衣 服 原 料 に 関 す る 二 つ の 発 明 12． 器 具 の原 料 の 変 わ り 13． 商 業 と
貨 幣 14．文 字 の 発 明 15， エ ジ プ トめ 様 子 16つ 胡近 くに住 む 人 々 17． 公 共衛 生 18， 新 村 の 組
織－ 社 会 生 活
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表3を見て分かるように，第3冊と4冊の教科書は人類発展史の流れに沿って，物語の形式で，そ
れぞれ「樹居人」と「穴居人」の生活を語っている。ここで注目すべきところは，教科書はそれらの
原始人の生活を語る途中で，現代の異郷人の生活も関連して紹介してある。例えば，第3冊において，
木の上で住んだ「樹居人」の生活を話しながら，現代でも似たような生活をしているマレー人（第3
課）とニグロ人の生活（第6課）の内容が加えられた。また，第4冊は「穴居人」がメインの内容になっ
ているが，人類が如何に身体のニーズに応じて洞窟に住むようになった話の後に，「現代の住宅の選
び方」の内容が編集されている。同じように，第3学年は，主に海浜生活と遊牧族の生活に関する内
容がメインであるが，それらの生活を語りながら，現代の漁業（第5冊第9課），畜牧業（第6冊第
2課），農業の発展（第6冊第9課）などの内容が関連してその流れの中で組み込まれている。
なぜこのように，昔の生活を語りながら，現在の衣食住の内容を組み入れるのか。また，なぜ大
昔のことを話しながら，現代の遠いところの生活を紹介するのか。それは原始人の生活を見ることに
より，人類発展の歴史を振り返り，そこから人類社会が今のようになってきたのは，衣食住に対する
ニーズに応じた結果であることを，子どもに認識してもらうためである。また，現代の遠いところの
生活を比べながら，人間の生活が環境によって左右され，または環境に応じて発展されることが理解
できる。こうした内容構成から，社会科の歴史，地理に対する考え方が窺える。それは「現在」と「昔」
との関係の捉え方，または「近いところ」と「遠い」ところとの関係の捉え方と関わる。つまり，社
会の「現在」をよく認識するために，昔のことを学習するのである。それは「現在」という観点から
出発する歴史教育観と言えよう。また，「異郷人」という内容が，人類発展史の流れに組み合わせら
れることは，子どもが自分と違う環境，空間の生活を比較しながら，自分の生活をより広い視野で理
解するためであると捉えてもよいだろう。それは子どもに地理的な考え方を育成することとつながっ
ていると考えられる。
一方，第4学年の場合，表4で提示されたように，第7冊と第8冊は主に中国の歴史に関する内容
であり，そして古代史，近代史，現代史という順番になっている。ただし，このような内容の流れに
表4　商務印書館版教科書第4学年の単元（26）
第 7冊 1． わが国 の先 祖　 2．洪水 と南　 3． 中国 のい くつ かの領域　 4．中国の 山脈地勢　 5．古 代中 国の社
会　 6．孔 子　 7．秦 始皇 が 中国 を統一　 8． 文 字，文房 具 の進化　 9， 長城 と運河 10．漢 と唐 の隆
盛 11． 仏教 12．東 北民 族 の勝利 13． ヨー ロ ッパ 人が 中 国へ 14． キ リス ト教 15． 商戦 の失
敗 16，輸 出が最 も多い もの 17．輸 出貿 易 の状 況 18．華僑 19．防疫　 20．防疫 と公共衛 生　 21．
伝染病　 22．飲 酒 と喫煙　 23， アヘ ン戦争　 24．清末外 交の失敗　 25． わが国の鉱産　 26． わが 国の
鉄道交通　 27．わが国の辺境 と敵の侵入 28．戊戊 変法 と義和団
第 8冊 1．わが国の革命運動　 2．武 昌の武装蜂 起　 3． 中華民 国の成立　 4．中央 政府 の組織 と国会　 5．地方
自治 と行 政系 統　 6．地方 自治衛 生事業　 7．小 学生が 地方への奉仕　 8．法律 と司法機 関　 9． 人民 の
権 利 と義務 10．世 界上 の民主 国 11． コロ ンブスが大 陸 を発 見 12．地球 の区分 13．五 帯 14．
世界の五 つ人種 15．蒸気機関 と電気 機 関の発明 16．蒸気機 関 の発 明 と実業革命 17．英 国の工 商
業 18．近世 の国際 19．かつて ない ヨーロ ッパ大戦　 20． ヨー ロッパ大戦 中の中 国 と日本　 21．パ
リ会議 と中国 の五 四運動　 22．文明の急進 と印刷術　 23．教 育 と学制系 統 24．職業 の重要性 と職業 の
選択　 25．職業 の衛 生　 26．健康 な娯楽　 27．社会奉仕 は どこか ら　 28．良い公民 とは
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も，地理的な内容，例えば第7学年には第3，4課と第25，26課が組み込まれている。また，第8冊
は現代史中心であるが，そのうち政府機関の機能紹介（第4，5課，8課，9課）と世界情勢と関連す
る世界の地理（第11，12，13課）などのような公民的な内容と地理的な内容を組み合わせている。
つまり，公民教育の目標の下で，歴史的な内容，地理的な内容と公民的な内容が関連して構成されて
いるのである。
以上のような分析から，時間に関する歴史的な観点と空間に関する地理的な観点は，社会認識とい
う目標をめぐり，社会科の教科内容の中で，統合されようとする傾向が見られる。
おわりに
本稿では，1923年中国に出版された商務印書館の教科書を中心に分析することによって，誕生期
における社会科公民教育の実際をある程度明らかにしようと試みた。社会科は時代の課題に応じて，
「近代社会を目指す共和制度に相応しい公民を育成する」ことを担う中核的な教科である。そして，
このような公民の育成には，社会と自己をめぐるさまざまな関係を理解する知識，社会を改良するた
めに備わるべき態度と，現代生活を営むに必要な習慣の養成が求められている。以上のような社会科
公民教育の理念は実際の教科書を通して検討した結果，以下のことが明らかになった。
まず，社会科公民教育は「家庭生活」からスタートする方法をとっている。それは，子どもが「家
庭」という集団の中で，各メンバーの役割や関係性を認識することにより，自分が家庭の一員として
の責任と家庭のために奉仕する精神を育成することを目標としている。こうして家庭という集団への
認識は，社会を認識するための最初の一歩と捉えられてもよい。さらに進めると，家庭生活の各ニー
ズから，それに応じた社会の機能や人間の相互依存関係などを認識することへ発展していくような具
体的な公民教育の姿勢が窺えた。また，社会科の内容構成から見ても，歴史的な内容と地理的な内容
はすべて公民教育のため，つまり社会の「現在」を確実に認識する目的をめぐって有機的に構成され
ていることが見られた。言い換えれば，従来の歴史教育や地理教育のように目的がばらばらになって
いたのでなく，公民教育という全体の目標のために，総合的になっていると言える。しかし，これら
の内容は形として統合しようとしたが，実際の学習において問題の項目が多すぎて，関連性が欠ける
ため，深くまで追究できるかどうか，大きな課題が残される。
一方，社会科と教科書の関係を検討するならば，「社会科の教育は主に経験の獲得を目標とするた
め，書物の知識である教科書はあくまでも子どもが観察や実践する際に役立つための一部の資料とし
て用いられている（27）」。そういう意味では，教科書を通して当時社会科教育の実態が見られたのはわ
ずか一部しかない。社会科教育をもっとリアルに捉えるためには，当時学校現場で行われた授業実践
などをさらに検討することが必要とされる。これを今後の課題にしたい。
注（1）富原兎一「中国における社会科の成立」『東京教育大学教育学部紀要』No．3，1957年。市川博「中国にお
けるプラグマティズム教育思想導入期の公民科教育一国家と個人の関係を中心に－」東京教育大学教育学部
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紀要第16巻，1970年3月。
（2）日本の文部科学省の「学習指導要領」に該当するものである。
（3）拙稿「中華民国時期1923年新学制における社会科の設立と性格一国レベルのカリキュラム構想を手掛かり
に～」『早稲田大学教育学研究科紀要（別冊）』15号－2，2008年3月，p．10．
（4）同上　p．9．
（5）国家レベルのカリキュラム標準は1923年以後，1929年に新たなものが発行されたが，教育研究史におい
ては，1927年国民政府成立の歴史事件を境にし，1927年前後を分けることは一般的な研究手法である。
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